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本書は、紙資料の劣化の要因と機構を、近年

の科学的研究の成果に基づいて理解し、どうす

れば劣化を抑制できるのかを考えていくために

書かれた本である。資料保存に携わっている多

くの文系出身者のために、応用化学出身の著者

が、紙資料の劣化について、化学的記述を駆使

しつつも、分かりやすく解説している。紙を科

学的に理解するための入門書とでも言えよう。

まず、簡単な製紙科学と、現代の一般的な製

紙工程の解説から始まる。主成分であるセルロー

スがいかに結合して、あのしなやかな独特の風

合を持った紙になるかを、工程に沿って分かり

やすく解説していく。

次ぎに、紙資料の劣化の原因とメカニズムに

ついて考察する。紙資料の劣化は、その要因か

ら、物理的劣化、化学的劣化、 及び生物的劣化

の三つに大別できる。実際にはそれらが複雑に

絡み合ってより深刻な劣化をもた らしている。

また、 近年深刻化してきた酸性紙劣化の問題

についても、酸性紙が生まれてきた歴史的経緯

に加えて、欧米と比較した日本の現状を述べて

いる。

最後に、これら劣化の原因を踏まえて、紙資

料を劣化から守るために、現在考え得る手段、

及び行われている手段についての解説を行う。

すでに劣化した資料の修復方法については、そ

れぞれの方法におけるメ リットと同時に、デメ

リッ トも考え、 各資料にあった修復方法を選択

することが必要であると指摘している。

これからの資料保存を考えてきくためには、

紙資料を取り巻く、こうした原理を理解するこ

とが、最も安全で合理的な方法である。

著者も述べるように、原理を理解することに

より、紙を取り巻く多様な問題に正しく対処で

きるようになる。単なる知識として、資料保存

にとって「なにが良いのか、なにが悪いのか」

ということを機械的に覚えるのではなく 、「伺

故、良いのか、何故、 悪いのか」を理解するこ

とこそが重要であり、そこから、より幅広い対

応を見出だすことができる。

保存に関わる人々は、紙資料にと って最適な

環境を考える際に、紙の性質を科学的に理解し
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ょうとする姿勢が必要だろう。むろん、高度な

理解は、著者のような専門家に任せておけば良

いのだが、基本的な科学知識を持つことによっ

て、保存に対して、より積極的に取り組むこと

が可能となるだろう。

また、劣化資料の修復に携わる人々は、伝統

的な修復技術に加え、本書を足掛かりとして、

紙の科学的理解に基づいた修復技術を、より発

展させていくことがますます必要になってくる

だろう。

本書のような、一般向けにまとめられた解説
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書は今まで無かったと言えよう。しかし、本書

は、繰り返すが、入門書にすぎなし、。資料保存

に携わる全ての人が、本書を物足りなく思える

ようになることを望む。

(石井里佳・(財)元興寺文化財研究所保存科学センター)
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